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§１．研究実施体制  

 

（１）京大グループ 

① 研究代表者： 河原 達也 （京都大学 学術情報メディアセンター・教授） 

② 研究項目 

マルチモーダルな場の認識に基づくセミナー・会議の多層的支援環境 

 

（２）奈良先端大グループ 

① 主たる共同研究者： 鹿野 清宏 （奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科・教授） 

② 研究項目 

セミナー・会議のための音響・音声処理 

H24年度 

実績報告 
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§２．研究実施内容  

(文中に番号がある場合は（３－１）に対応する) 

 

人間の知的活動の源泉ともいえる音声コミュニケーションを、マルチモーダルな観点で分析・モ

デル化した上で、効果的なアーカイブ化を行ったり、リアルタイムに支援するための情報環境を構

築する。まず、学術的なイベント等で一般的になっているポスター形式の発表を対象に、多様なセ

ンサを備えた大型液晶ディスプレイによる「スマートポスターボード」の設計・実装を行っている。本

研究では、音声・音響・映像に関する研究者が結集して、視線やあいづちなどの聴衆の反応に着

目したアプローチを提案・実装し、学会等でデモが行えるようにする。次に、講演形式のセミナー

を対象に、音声認識による字幕付与と、言語解析・知識処理による用語解説を目指して研究を行

っている。 

本研究の概要を図１に示す。 

反応
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図１ 本研究の処理の概要
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平成24年度は、これまでに研究開発してきた要素技術を統合して、スマートポスターボードシス

テムの構築を本格的に行い、研究会やオープンラボにおいて実演し、実際の会話データを収集し

た。また音声認識技術については、衆議院の会議録作成システムでの運用に加えて、京都大学

OCW(OpenCourseWare)の講演に対する字幕付与への展開も行った。 

具体的には以下の通りである。 

 

○ 実験環境の整備とコーパス収集分析 

・コーパスの収集とアノテーション：スマートポスターボードを用いて、ポスターセッション 

の会話データを収録した。書き起こしや視線情報などのアノテーションを行った。 
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○ マルチモーダル認識及び情報支援に関する研究開発 

音声認識：セミナー・講演などの音声認識のために、話者や話題に対してモデルを適応する方

法を研究した[文献 10,11]。京都大学 OCW で配信されている iPS 細胞研究所の公開シンポジウム

講演などを対象に評価を行った。 

・書き起こしの整形及び構造抽出：音声認識結果に基づいて字幕を生成するための整形

の方法を検討するとともに、そのための専用エディタの設計・開発を行った[文献 1,2]。 

・聴衆を対象とした音響・音声処理：マイクロフォンアレイを用いて、遠隔話者の発話を分

離・強調し、各話者の発話区間を検出する方法の研究を進めた[文献 5、22]。スマートポスター

ボードで収録した会話データを対象に評価を行った。 

・聴衆を対象とした映像処理：カメラを用いて、聴衆の位置とふるまい（視線など）を検出す

る方法の研究を進めた[文献 31]。スマートポスターボードで収録した会話データを対象に評

価を行った。 

・聴衆の反応の認識：視線やあいづちなどの情報に基づいて、聴衆の興味・理解度を推

定する方法を研究した。 

・質問応答及び情報推薦：セミナー・講演で話される専門用語を抽出し、解説や関連情報

を提示するシステムを実装した[文献 32]。 

 

○ セミナー・会議の支援システムの構築と運用 

・衆議院での音声認識システム運用：衆議院の会議録作成システムの運用において音声

認識の評価とモデルの更新を行った。文字正解率で 90%を達成した[文献 15]。 

・電子掲示板を用いたポスター発表：上記の要素技術を統合し、スマートポスターボードの

本格的な構築を行い、下記の公開シンポジウムやオープンラボなどにおいて実演を行っ

た。また、本システムについて国際会議の基調講演等で紹介を行った[文献 16]。 

・セミナーの支援とアーカイブ：京都大学OCWで配信されている iPS細胞研究所の公開

シンポジウム講演に字幕を付与した。また、本研究で主催した「聴覚障害者のための字幕

付与技術」シンポジウムの講演において、音声認識を用いた字幕付与の実演を行った。 

 

2012 年 4 月 1-2 日に京都大学において、本 CREST 領域に関する公開の国際シンポジウム

CREST Symposium on Human-Harmonized Information Technologyを主催した。自身の

研究・プロジェクトに関する報告に加えて、世界的に著名な研究者による招待講演で構成し、参加

者は２日間の合計で 132名と大変盛況であった。 
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